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将来計画の議論の仕⽅
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国⽴天⽂台 重⼒波プロジェクト
宇宙線研究者会議（CRC）将来計画検討⼩委員会 委員⻑

都丸隆⾏



******************************* [ CRC 主旨 ] ******************************* 

                          宇 宙 線 研 究 者 会 議

                     COSMIC RAY RESEARCHERS CONGRESS (CRC)

発  足： 1953年6月

性  格： 広義の宇宙線物理学研究 (宇宙線実験、宇宙物理、宇宙素粒子物理学) に
         関心のある研究者の自主的な組織。

目  的： 宇宙線物理学の研究の交流と推進をはかる。

活  動： 宇宙線研究推進にかかわる各種の討論会、研究会の組織及び将来計画推進に
         かかわる活動を行なう。

組  織： 毎年物理学会時に会員による総会を開催する。
         会員の選挙により実行委員会を組織し、事務局を置く。
         連絡誌を発行する。

責任者： CRC実行委員長　大阪市立大学大学院理学研究科　荻尾彰一 (2019年度) 
----------------------------------------------------------------------------- 

h"ps://www.icrr.u-tokyo.ac.jp/CRC/

総会員数は400名程度。アクティブな会員数は100-200名くらい？

宇宙線・ガンマ線・ニュートリノ・重⼒波・ダークマター・・・



コミュニティ 宇宙線研究者会議

実施機関 宇宙線研

運営委員会

将来計画検討⼩委員会

年2回程度のTown Meetingの実施

答申

所⻑

実⾏委員会

外部評価委員会

学術会議マスタープラン
→未来の学術振興構想

教授会

将来計画検討委員会
次の実施プロジェクトの検討が必要になった段階
で委員会を⽴ち上げる。常設ではない。
ほとんどの場合委員は外部、幹事・書記はICRR、
所⻑はオブザーバー

（名⼤ISEE）

実⾏委員会より指名CRC member
（所⻑もOK）から + 外部

選挙（13名）
CRCロードマップ

（天⽂台）
（理研）

（宇宙研）

報告書

CRCから推薦
（慣例。バランスを⾒ながら最終的に所⻑が決める。）

共同利⽤研究運営委員会

事務局

協議会

研究部 研究施設

共同利⽤研究課題採択委員会

Top down

所⻑が選任

CRCとICRRの間の明確なルールは無い

（KEK）

（各⼤学など）

中期⽬標期間に１度程度
委員は国内外から

（参考）

総会

（東北⼤RCNS）

（千葉⼤ICEHAP）



• 毎年１回、会員の選挙により実⾏委員13名を選任（任期1年）
• コミュニティの意志決定は最終的に実⾏委員が⾏う。
• 実⾏委員に役職指定枠はない。
• 年２回物理学会時にCRC総会を開催する。

• 主要機関報告、⼊会・退会の承認、事務局報告、⼩委員会報告・・・
• 実⾏委員会より将来計画検討⼩委員（定数未定。10数名が多い。任期2〜3年）を指名

• 将来計画検討⼩委員会には、委員かオブザーバーで宇宙線研所⻑が⼊る。
前委員⻑、学術会議委員などもオブザーバーとして⼊ることが多い。

• 2011年より年１〜２回のペースで、将来計画検討⼩委員会主催の
CRCタウンミーティングを開催
• マスタープラン・未来の学術振興構想への提案などはここでしてもらう。
• 会員の意⾒を汲みつつ実⾏委員を含めた合同委員会（拡⼤実⾏委員会）
において推薦や優先順位を議論。

• 近隣分野での話題や注⽬のテーマなど将来に向けた話題も
タウンミーティングで議論する。

• 主要な実施機関である東⼤宇宙線研では毎年1〜2⽉に共同利⽤成果発表会を
開催し、宇宙線研の共同利⽤研究について情報交換・意⾒交換を⾏うが、
ここもコミュニティーとの意思疎通の場所になっている。



CRCタウンミーティング

タウンミーティングについて
CRCでは、現在検討中の将来計画についての検討を行い、研究者のコンセンサスを形成するためにタウ
ンミーティングを開催してゆきます。
＊なお、本タウンミーティングは、専門の研究者を対象としており、一般市民向けの講演会ではありま
せん。

これからの開催
未定

過去の開催

2021年度第2回CRC将来計画タウンミーティング (通算第20回)
日時：2021年9月7日(火) 9:00 - 11:15 予定
場所：Zoomによるオンライン開催
お知らせ
プログラム・参加申し込み

2021年度第1回CRC将来計画タウンミーティング (通算第19回)
日時：2021年8月10日(火) 9:00 - 17:00 予定
場所：Zoomによるオンライン開催
お知らせ
プログラム・参加申し込み

2020年度第1回CRC将来計画タウンミーティング (通算第18回)
日時：2021年3月30日(火) 9:00 - 17:00 予定
場所：Zoomによるリモート開催
お知らせ
講演募集
プログラム (2021.03.30版)

2019年度第2回CRC将来計画タウンミーティング (通算第17回)
日時：2020年9月18日(金), 28日(月), 29日(火)
場所：オンライン
案内文
プログラム (2020年9月19日改訂版)

2019年度第2回CRC将来計画タウンミーティング (通算第17回)
日時：2020年3月27日(金), 28日(土)
場所：東京大学柏キャンパス 総合研究棟6階大会議室
延期のお知らせ

テーマ：地下非加速器実験分野
日時：２０１２年７月２２日（日曜日）（午前中開始ー夕方：委細は後日）
場所：東工大大岡山キャンパス　本館１階 H111講義室 （案内地図 gif,~55KB）
案内文
プログラム(html)と発表資料

第３回
テーマ：超高エネルギー宇宙線観測分野
日時：２０１２年６月３０日（土曜日）１０：２５－１７：３０
場所：東工大大岡山キャンパス　西３号館３階W331講義室 （案内地図 gif,~55KB）
案内文
プログラム(html)と発表資料

第２回
日時：２０１２年１月２２日（日曜日）１０：００ー１７：００
場所：東工大大岡山キャンパス　本館１階 H111講義室
テーマ：ガンマ線天文学関連
案内文
プログラム(html)と発表資料

第１回
日時：２０１１年７月３０日（土曜日）１１：００ー１７：００
場所：東京大学　柏キャンパス図書館 １階 メディアホール
テーマ：中規模将来計画について
案内文とプログラム

関連文書

マスタープラン2023に向けたCRCからの推薦書
ダウンロードする (pdf, ~224KB)

CRC将来計画検討小委員会 2015-2017年度報告書
報告書をダウンロードする (pdf, ~315KB)

マスタープラン2020へ向けたCRCからの天文宇宙物理関連大型計画の推薦に
ついて

ダウンロードする (pdf, ~209KB)

CRC将来計画検討小委員会 2013-2014年度報告書
報告書をダウンロードする (pdf, ~773KB)

2015年度第2回CRC将来計画タウンミーティング (通算第10回)
日時：2016年2月11日 (木・祝)
場所：東京大学 柏図書館メディアホール (柏キャンパス)
（交通案内 柏アクセスマップ  柏キャンパス 柏図書館 ) 
案内文・プログラム

2015年度CRC将来計画タウンミーティング (通算第9回)
日時：2015年12月20日 (日), 21日(月)
場所：東京大学 柏図書館メディアホール (柏キャンパス)
（交通案内 柏アクセスマップ  柏キャンパス 柏図書館 ) 
案内文 (TEXT, iso-2022-jp)
プログラム (TEXT, iso-2022-jp)

第8回CRC将来計画タウンミーティング
日時：2015年1月23日(金), 24日(土)
場所：東京大学柏図書館 メディアホール (柏キャンパス)
（交通案内 柏アクセスマップ , 柏キャンパス 柏図書館 ）
案内文(TEXT, iso-2022-jp)

CRCのタウンミーティング2014第1回 (通算第7回)
日時：2014年7月12日（土）, 13日（日）（2日間）
場所：名古屋大学（東山キャンパス）ES総合館 6階 ES635 KMI Science Symposia
　　　キャンパスマップ：http://www.nagoya-
u.ac.jp/upload_images/campus%20map2014_jp_Outline.pdf のC2-4
内容：宇宙線に関連するサイエンスについての理論的側面からのレビューと 将来計画に関する一般講
演
案内文(TEXT, iso-2022-jp)
プログラム(html)

平成25年度CRC将来計画タウンミーティング (通算第6回)
日時：2014年3月14日（金）
場所：東京大学柏図書館 メディアホール （柏キャンパス）
（交通案内 柏アクセスマップ , 柏キャンパス 柏図書館 ）
案内文(TEXT, iso-2022-jp)
プログラム(html)

CRCシンポジウム（拡大タウンミーティング、第５回）
日時：２０１２年１１月２４－２５日（土日）
場所：東京大学柏図書館　メディアホール　（柏キャンパス）
（交通案内 柏アクセスマップ  柏キャンパス　柏図書館
案内文

第４回

• 2011年より年１〜２回のペースで開催
• 基本的に対⾯
• CRC会員を主な対象としている
• マスタープランやロードマップなど
があるときは、その推薦について議論

• それ以外の時は周辺分野を含めて
将来の芽になるトピックを学ぶ



2021年第１回CRCタウンミーティング
MP2023への推薦を念頭においた会合

<<<<<<<<<<<<<< CRC News 2021年 6月 14日 >>>>>>>>>>>>>>
CRC会員 各位
                        　　　　　　　　　　　CRC事務局　
***＜2021年度第1回CRC将来計画タウンミーティング（8/10）開催のお知らせ＞***

宇宙線研究者会議（CRC）のみなさま

CRCでは、関連研究分野の現状について認識を共有し、今後進むべき方向性と将来計画についての議論を深めるため、継続的
に「タウンミーティング」を開催しています。
http://www.icrr.u-tokyo.ac.jp/CRC/townmeeting/
2020年度は3月にOnlineでのタウンミーティングを開催し、MeVガンマ線観測の将来と次期マスタープランMP2023への対
応を議論致しました。

今回、2021年度第1回「CRC将来計画タウンミーティング」（8月10日）では、MP2023へ意思表明書（LoI）を提出した11
プロジェクト（中型B：7件、大型：４件）の代表の方に提案の内容をご説明頂く予定です。
特に今回、各コミュニティから学術会議天文学・宇宙物理学分科会へ推薦する重点大型計画は３件までとされており、また、
優先順位を付けることが推奨されています。
したがいまして、関係者のみなさまには是非タウンミーティングでご意見を頂ければと考えております。

ご参加頂ける方は、下記プログラムページの右上にある “Register” より参加登録をお願い致します。
https://indico.icrr.u-tokyo.ac.jp/event/608/

残念ながらCOVID-19を考慮して今回もZoomでのオンライン開催とさせて頂きます。
上記URLより登録頂きますと、管理者から登録完了の案内が自動的に送付されます。
登録完了の案内が届かない場合には、事務局までお問い合わせください。
会議のZoom接続先は、開催日が近づいたころに登録者に一斉送信でお知らせします。

奮ってご参加頂けますようお願い致します。
CRC将来計画検討小委員会

CRC関係で LoIを提出した
プロジェクト代表を招き、
概要説明と質疑応答を
⾏った

優先順位付けが必要であった
⼤型重点の申請４テーマについては
2021年第２回CRCタウンミーティング
でさらに議論。

最終的に実⾏委・将来計画⼩委の
合同委員会で優先順位付けを⾏った。



⼤型計画の評価の観点
（過去のマスタープラン策定⽅針を踏襲）

この３項⽬を中⼼に
各プロジェクトより
説明 & 議論

B-DECIGOに
ついては２項⽬
を追加説明

Kamland-2については
天⽂・宇宙物理分科会
から申請する意義を
説明

MP2023に申請されたCRC関係の⼤型計画は
KamLand-2、IceCube-Gen2、B-DECIGO、CTA の４つ

第２回タウンミーティング
での重点説明要求項⽬



2020年度 第1回 CRC将来計画タウンミーティング プログラム 
(2021.03.30 版) 

2021年3月30日 (火) 
於 Zoomによるオンライン 

「MeVガンマ線観測の将来」セッション   座長: 常定 芳基 (前半), 伊藤 好孝 (後半) 
　　  8:55 -   9:00 はじめに    伊藤 好孝 名古屋大 (5' + 0') 
　　  9:00 -   9:40 理論Overview    郡 和範  KEK  (35' + 5') 
　　  9:40 - 10:10 超新星での元素合成   前田 啓一 京都大  (25' + 5') 
　　10:10 - 10:40 MeVガンマ線と太陽・地球物理  谷森 達  京都大  (25' + 5') 

    休憩 (10:40 - 10:50) 

　　10:50 - 11:20 MeVガンマ線観測計画レビュー  深澤 泰司 広島大  (25' + 5') 
　　11:20 - 11:40 GRAMS    小高 裕和 東京大  (15' + 5') 
　　11:40 - 12:00 COSI     中澤 知洋 名古屋大 (15' + 5') 
　　12:00 - 12:40 パネルディスカッション 
 パネラー : 小高 (東大)、中澤 (名大)、高橋 (神戸大)、 
  高田 (京大)、田島 (名大)、郡 (KEK) 
  12:00 - 12:15 各計画5分トーク  高橋 覚  神戸大  (5') 
        高田 淳史 京都大  (5') 
        田島 宏康 名古屋大 (5') 
  12:15 - 12:40 ディスカッション      (25') 

    昼食 (12:40 - 13:40) 

「マスタープラン2023への対応」セッション   座長: 常定 芳基 
　　13:40 - 14:00 MP2023天文宇宙分野計画募集について 
        荻尾 彰一 大阪市大 (15' + 5') 
　　14:00 - 14:10 分科会、関連分野コメント      (5' + 5') 
　　14:10 - 14:30 今後の進め方の議論       (20') 
　　14:30 - 14:40 MP応募予定・天文宇宙LOI計画の一覧 田島 宏康 名古屋大 (10') 
　　14:40 - 15:10 各計画への質疑応答   質問に応じて各PIからプレゼン (30') 
　　15:10 - 15:20 クロージング        (10') 

MP2023へ向けた
議論の準備

MeVガンマ線分野
についてのStudy
と情報共有

マスタープランなど緊急かつ
重要な議論を必要としないとき
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2014年以降CRCロードマップが改訂されて
いないことが問題となり、
CRC実⾏委員会より将来計画検討⼩委員会
にCRCロードマップの改訂を指⽰

未来の学術振興構想への提案まで時間がない
ため、MP2023へのLoI申請テーマや新規に提案
したいテーマを急遽募り、暫定版を作成。
最終版は⼩委員会任期終了時の2023年度末に
報告書と共に実⾏委員会に提出予定。
• 会員にロードマップ掲載の希望を募る。
• 基本的に過去に議論されたテーマは⼊れる。

2022/09/20の2022年CRCタウンミーティングで
未来の学術振興構想への推薦とともにロード
マップ案を議論。
その後の拡⼤実⾏委員会で決定。

MP2023が廃⽌となり、未来の学術振興構想に変更と
なることが決まった後に対応を協議する拡⼤実⾏
委員会（実⾏委・将来委合同委員会）を開催。
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2020年代 2030年代 2040年代以降
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太陽・地球
圏の物理の
理解

宇宙線の起
源と加速機
構の解明

高エネル
ギー天体現
象の解明

物質の創成
と進化の理
解

宇宙の突発
現象の解明

ブラック
ホールと宇
宙初期の解
明

2010年代

SK SK-Gd

Hyper-Kamiokande

KamLAND/KamLAND-Zen KamLAND2-Zen

CTA North + South

Tibet AS+MD+YAC

Mega ALPACAALPACA

TA2/GCOSTA x4TA

CALET

SMILE-2/2+ SMILE-3 SMILE-satellite

GAPS

GRAMS-IIGRAMS-I

CTA North

B-DECIGO 重⼒波天⽂学の発展・背景重⼒波観測

LISA SMBHの観測

POEMMA 衛星軌道からのUHECRと νの観測

XMASS

XENONnTXENON1T

DARWIN/XLZD

KAGRA重⼒波天⽂学の幕開け 重⼒波・マルチメッセンジャー天⽂学

CYGNUSNEWAGE

反粒⼦観測

高エネルギー宇宙線・ガンマ線

暗⿊物質探索

暗⿊物質観測

暗⿊物質探索（⽅向感
度）

暗⿊物質性質解明

ニュートリノ振動・陽⼦崩壊・ニュートリノ天⽂学

IceCube-Gen2 n-マルチメッセンジャー天
⽂学

IceCubeニュートリノ天⽂学の始動

MAGIC

CRCロードマップ 2022暫定版

灰⾊：終了したプロジェクト、⻘⾊：進⾏中のプロジェクト、⾚紫⾊：将来のプロジェクト



CRCロードマップの位置づけ
• 実施機関ではなく、コミュニティのロードマップなので、基本的にはCRC会員が
やりたいと提案している計画はできるだけ⽀援するというスタンスで作成している。
• フロンティア事業などの⼤型予算獲得のためでなくても、CRCロードマップに
名前が載っているだけでも活動がしやすくなるというプロジェクトも少なくない。
• 例えば、コミュニティに認知されていると⾔うことで外部資⾦獲得や
⼤学/研究機関での研究活動の役にたつ。

• 萌芽的なプロジェクトであっても、タウンミーティングでたびたび取り上げる
ことで認知度があがり、コミュニティからの⽀援を受けやすくなる。
→将来本格的なプロジェクトへ発展させるための布⽯となる。

• ただし、コミュニティ内で推進すべきとコンセンサスが得られているものとそう
でないものとで強弱はつけられる。この判断は、コミュニティの意⾒を汲み上げつつ
最終的には実⾏委員会（多くは拡⼤実⾏委員会）で⾏われる。

• 将来計画検討⼩委員会のオブザーバーに宇宙線研所⻑等が⼊っており、実施機関の
意向や事情も反映しやすいようになっている。



コミュニティ 宇宙線研究者会議

実施機関 宇宙線研

運営委員会

将来計画検討⼩委員会

年2回程度のTown Meetingの実施

答申

所⻑

実⾏委員会

外部評価委員会

学術会議マスタープラン
→未来の学術振興構想

教授会

将来計画検討委員会
次の実施プロジェクトの検討が必要になった段階
で委員会を⽴ち上げる。常設ではない。
ほとんどの場合委員は外部、幹事・書記はICRR、
所⻑はオブザーバー

（名⼤ISEE）

実⾏委員会より指名CRC member
（所⻑もOK）から + 外部

選挙（13名）
CRCロードマップ

（天⽂台）
（理研）

（宇宙研）

報告書

CRCから推薦
（慣例。バランスを⾒ながら最終的に所⻑が決める。）

共同利⽤研究運営委員会

事務局

協議会

研究部 研究施設

共同利⽤研究課題採択委員会

Top down

所⻑が選任

CRCとICRRの間の明確なルールは無い

（KEK）

（各⼤学など）

中期⽬標期間に１度程度
委員は国内外から

（参考）

総会

（東北⼤RCNS）

（千葉⼤ICEHAP）



まとめ
• コミュニティーと実施機関で求められる役割が異なり、
それぞれに将来計画検討⼩委員会が設置されている。
• コミュニティー：コミュニティーメンバーが進めたい計画をできるだけ

サポートする。
• 実施機関：限られたリソースの中で何ができるか？の現実的な視点

から実施していくプロジェクトに優先順位を付けて実施。

• コミュニティーと実施機関の間で相互乗り⼊れが重要。
• コミュニティー→実施機関：

運営委員会、共同利⽤運営員会、将来計画検討委員
← 特定の分野に偏らないように実施機関が配慮している。

• 実施機関→コミュニティー：
将来計画検討⼩委員に宇宙線研所⻑が委員またはオブザーバーとして
参加する。（明⽂化はされていない。）

• コミュニティーの声を聞くために、タウンミーティングは
⾮常にうまく機能している。


